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めに 拒否 した患者が 18% あり， 補充 例でも 2 例
は拒否 ・ 脱落 となった． 補充 後4 例で糖尿 病の発
生 ・ 悪化のため中止 したほ か癌 の発生， くも膜下
出血のため中止 となった． QoL に ついてはAHQ
で評価したが， 症例ご とのばらつきが大きく， 未
だ一定 した結果 を 得ることはでき なかったが， 2

年以上 たって改善する例がみられた．

9 新潟 県に お ける小児期発症 1 型糖尿病の診療
移行の実態
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【 H 的】 新潟県に おける小児期発症1 型糖尿 病
の診療移行の実態を 明らかに する．

【 対象と方法】 対象は新潟小児糖尿 病コ ホ ー ト
登 録 者のうち 1 8歳未満 で発症 した 1 型 糖 尿 病
223 名． 対象者の発症年齢， 診断 時診療科 ， 通 院
先 や転 院先， 201 8年時点の治療法を 基に ， 診療
移行に 関して謂査した．

【結果】 診療移行は 16歳から25歳までに 99%

が行われ， 32歳以 上で小児科 に 通 院している対
象者はいなかった． 診療移行した 94 名のうち ，
県 外の成人科 は32 名 (34%） であった．

2018年時点での県内医療機 関通 院者のインス
リ ン療法に 関して， 小児科通院者では注射器使用
69% ， インスリ ンポ ンプ使 用 31% に 対し， 成人
科通 院者では注射器使用 86% ， インスリ ンポ ンプ
使用 8%, 不明 8％であった．

【結語】 本調査に より新潟県に おける診療移行
の実態が明らかに なった．

本結果 は， 小児期発症1 型糖尿 病に おけるト
ランジ シ ョ ンを 円 滑 に 行うための一 助 となると
考える．
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